
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 3 回 理事会  

日 時 平成 30 年 6 月 8 日 19：30～21:15 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、山下潤一郎、志岐浩二 

賀村 肇、西本加奈、大石勝規、重松康志、永木照彦、浦川純二、小柳傑 

監事：平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）新入会員の承認について 

入会 5 名、退会 1 名。審議の結果、提案通り可決された。 
２）H30 年度事務局員研修会職員派遣の件について 

標記研修会が平成 30 年 7 月 21 日、22 日に田町カンファレンスルームで開催予定。今回は 3 年目で各
都道府県士会の事務局機能強化が目的。今年は会員管理システムの取り扱いがテーマ。事務局より局
長と庶務担当予定の長谷川隆史氏を派遣予定。1 名分の旅費・交通費は JPTA から支給され、1 名分の
旅費・交通費として 58,800 円を本会から支給していただきたい。審議の結果、提案通り可決された。 

３）アスレティックトレーナー長崎県協議会主催研修会後援について 
スポーツ理学療法に関わる理学療法士の育成の一環として、AT 長崎県協議会主催研修会を後援して
いただきたい。10 月 20 日開催予定で、スポーツ理学療法と運動器疾患、新プロの C-2 のポイントを
取れるよう考えている。NPTA 主催であれば 10 ポイント取れるが、後援の場合 5 ポイントとなるこ
とは周知が必要。会費は 2000 円を予定。審議の結果、提案通り可決された。 

４）NPTA ピンバッジ（追加）購入の伺いについて 
本会創立 40 周年記念行事にてピンバッジを作成した。会員増加、公益法人取得もあり、円滑な事業
活動や渉外活動含めて局長、地区代表、部長、メンバーに至るまで会の活動の理解と責任について自
覚が必要。そこで、新たに任命された会員に対し、事務局から送付する委嘱状に合わせてバッジを進
呈したい。近代印刷にて見積を上げてもらったところ、100 個で 133,000 円、300 個で 204,000 円、
500 個で 290,000 円。全会員に配布するのが本来だが、50 周年のときに再検討するとし、今回は 300
個作製することとする。審議の結果、提案通り可決された。 

５）第 30 回学術大会学会テーマ及びタイムスケジュールなどについて 
第 30 回の学術大会についてプログラムを 3 案挙げたうち、1 案を採用。テーマは「看脚下」とし、サ
ブテーマを 2 案挙げたうち 1 案を採用。大会長の基調講演は塩塚会長に内諾済み。講演 1 と 2 は長崎
大学の沖田先生、神津先生に内諾済み。日韓については田中まさし先生を呼ぶことを考えると、教育
的な内容の話をしていただいてはどうか。長崎大学の井口先生に GP と教育システム、韓国の教育シ
ステムについて話していただいてはどうか。県民向けの講演については会員向けの内容を考える。塩
塚会長が DM 関連の話をするのであれば、医師に内分泌関連の話をしてもらってはどうかと考えてい
る。組織図案については流動的だが、長崎大学にも関わってもらおうと考えている。 
審議の結果、提案通り可決された。 

６）会員の除名についての提案について 
先般の日本理学療法士協会の総会において、3 名の会員の除名決議がなされ、1 名は本協会の会員だ
った。同様の処分が考えられるので理事会での意見と審議をお願いしたい。この件は総会に出したい
と考え提出した。会員除名について規約審議委員会の委員長に確認したところ、当会でも理事会を通
し対応を考える必要があるとのこと。JPTA に確認したところ、長崎県理学療法士協会がどう対応する
かは長崎に任せるということ。定款を確認し、「総会の 1 週間前までに、理由を付して除名する旨を
通知する旨」、「近々の理事会に提出し審議をいただく旨」、「理事会決議後、定時総会のその他の決議
に提出する旨」を確認。対象会員に日本理学療法士協会の除名決議が行われること、本会も連動し除
名決議を予定すること等を伝え、進めても構わないか確認したところ、「お任せする」とのことだっ
た。6 月 2 日日本理学療法士協会総会にて除名決議がなされた。長崎の対応として除名処分を検討。
審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）初級管理者中央研修会参加報告の件について 

5 月 25 日に、第 53 回日本理学療法学術大会「初級管理者中央研修会」が開催された。内容として
は、知識、技能、態度というところを演題としてワークショップを行った。管理者ネットワークの今
後の方針については、今年度も士会の方から領域別ということで急性期、回復期、地域包括ケア病
棟、施設系（療養病棟・介護医療院）、生活期の研修会を行う。参加申し込みが JPTA からあると思
う。NPTA からも人選しておけば円滑に進むのではないか。今年度までの中央研修会実施をもって打ち
切りとし、今後は過去 3 年間行った研修修了者を中心に管理者ネットワークの構築を行っていくとの
こと。以前浦川理事が作成した研修システムの資料に最新の情報を追加し、それを持って理事が各地



域を廻理説明する必要がある。詳細は今後検討していく。 
 ２）第 9 回全国訪問リハ地域リーダー会議の報告について 

5 月 18 日、19 日に開催された。目新しいことは事例集が完成した点と、人材育成ガイドラインの改
訂版が完成した点である。今後名簿管理システムの構築を目指していくとのこと。目標としては今後
も POS３団体として訪問リハステーション制度化の要望を続けていく。長崎からいくつか質問をして
いる。最近の地域リーダー会議は実務者研修会の開催要件を通達することが主な目的となっているよ
うに感じるが、研修会開催が困難となった長崎県も今後参加する必要があるのか、という質問をした
が、今後も是非ご参加いただきたいという回答であった。また、実務者研修会の受講証について、長
崎県で行う予定としている 4 団体研修会の終了証で読み替えが可能か、という質問に対しては、4 団
体の研修会のプログラム詳細を教えていただき検討する。できれば今回発行した人材育成ガイドライ
ンを活用してほしいという回答であった。4団体の研修会については現在素案作成中。 

３）平成 30年長崎障害者スポーツ大会支援活動の報告及び長崎県障害者スポーツ大会代表者会議の報告 

について 

5 月 27 日に県立総合運動公園とコミュニティプールでの支援活動に参加。比較的軽度な障害者が多か
った様子。次年度からはマッサージ師も参加するとのことで、今後支援内容の明確化が必要となる。
また、各会場でアナウンスがなされ、以前よりも周知出来ている様子。 

４）ねんりんピック活動報告について 

5 月 12 日に行われたねんりんピックにスタッフ 6 名で参加。サッカー会場は 38 名、テニス会場は 40
名、計 78 名の対応した。テーピングも増えており、技術を持った人を配置している。今回はアナウ
ンスがうまくいき、多くの方が理学療法士を認識できていた。今後利用者数の増加とともにスタッフ
増員を検討する予定。 

５）理学療法士協会杯少年ソフトボール大会開催について 
先方の都合で、9月 2日日曜日開催予定。 

６）その他の報告事項について 
・6 月 10 日に総会にて新旧役員の交代があり、終了後の臨時理事会にて会長と副会長を選任。その後 
会場に戻り、新三役を報告する形。臨時理事会の司会は小無田事務局長から新会長へ引き継ぐ形。
理事就任者には理事就任承諾書を記載いただき、司法書士事務所への登記申請手続きを 6 月 15 日に
予定している。7 月開催の第 5 回理事会は拡大理事会とし、地区代表や部長にも呼びかける。7 月
28 日 14:00～17:30 を予定。 

・新組織図は未完成で総会後の理事会まで微調整が必要。新しい部門、名称が出ている一方、年間予
定も出ているのでマッチングの案を出している。ご検討・ご意見をいただきたい。 

 

 


